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東北地区国立大学法人等

オープンセミナー

山形大学財務部財務課予算決算担当

現在に至るまで

令和元年10月 国立大学法人山形大学に転職。

米沢キャンパス事務部総務課企画総務担当に。

→主に会議運営や広報業務を担当。

令和4年7月 財務部財務課予算決算担当に異動。

→主に文科省への予算要求、学内予算の配分を担当。

平成25年3月 国立大学法人山形大学を卒業。

金融機関に就職。

米沢キャンパス事務部総務課企画総務担当

○主な業務は以下の２つ

① 会議の運営
→委員のスケジュール調整、議題募集、資料準備、

会場設営、議事録作成など。

「正直なめてた。実際かなり大変だった…。」
「経営方針が見えてくる。」

② 広報
→大学案内やパンフの作成、オープンキャンパスの企画、

大学見学の調整、記者会見の運営など。

「コロナ禍の広報は全部オリジナルだった。」
「DXのはしりだった気がする。」

財務部財務課予算決算担当

○主な業務は以下の２つ

① 文科省への予算要求
→赤枠部分を文科省に要求するため、
必要書類の作成、提出等を行う。

「文科省の考えが見えてくる。」
「大学全体の動きが見えてくる。」

② 学内予算の配分
→集まった予算を「いつ、誰に、何のために、どのように」
渡すと効率的に成果を上げられるのか検討し、配分する。

「リアルなお財布事情が見えてくる…。」
「判断の基準が身につく。」

山形大学
R5収入予算

450.3億円
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Q：なぜ山形大学の事務職員に？

A：心の声に正直になったから。

金融機関の職員は勉強になる職業だった。
資格も沢山とれた。
四六時中、仕事のことを考えていた気がする。
でも、人生ってそれだけじゃないと思った。

「私は山形大学が大好き。」

一度離れたことで、より一層その思いが強まった。
大好きな場所で働いて、給料まで貰える。
これはとても幸せなこと。
※ローンの審査も強い。（個人差あり。）

試験のコツ（注：個人的な意見です）

○グループワーク（集団討論）

大学の本来の役割・目標をおさえよう。

我々のグループは「山形大学のためにできること」について話し合い「大学グッズを販売し、
収入増に貢献しよう」という結論に達した。
たしかに収入増は大切だけれど、山形大学っていつから小売り業になったんだろうか？

山形大学の本来の役割・目標は「教育」、「研究」、「共創」。

グループワークは協調性が大切と聞いていたので強く主張しなかったけれど、「収入増が目
的ならば、競争的資金を沢山とれるよう先生方を支援するのはどうですか？」と一言だけ言え
た。議論の流れを変えることはできなかったけれど、きっと本来の役割である「研究」に言及し
た点が面接官に響いたのではないだろうか…？

実はHPに目標が公開されている

ともに働きたい職員像とは？

○本質を捉えようとする人

仕事って正直、前例に従えば処理できることも多い。
けれど、「なんで？」、「どうして？」と疑問を持ち、考え、調べ、教えてもら
いながら解決していくと、イレギュラーが起きたとき「これはこういう理屈だ
から、こうすると解決できるよね」と自分で判断できるようになっていく。

幸い、山形大学の先輩方はかなり優しい。

質問すると一緒に考えてくれるし、きちんと答えてくれる。
なので、沢山疑問をもって、沢山調べて、沢山質問して、本質を捉えよう
と努力できる人はきっとグングン伸びるし、そういう人が増えれば、大学
の経営判断がより一層良いものになっていくと思う。

私自身もそういう職員になれるように頑張ります！

ご清聴、ありがとうございました。
みなさまと会える日がとても楽しみです！


